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中
小
企
業
を
め
ぐ
る
経
済
状

況
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、新
製

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
製
品

の
高
付
加
価
値
化
、新
市
場
の
開

拓
等
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
中

小
企
業
を
支
援
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
施
策

体
系
と
す
る
た
め
、
既
存
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
三
つ
の

法
律
（
中
小
企
業
創
造
活
動
促
進
法
、
新
事
業
創
出
促
進
法
、

中
小
企
業
経
営
革
新

支
援
法
）
を
統
合
し

た
「
中
小
企
業
新
事

業
活
動
促
進
法
」
が

四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、

従
来
か
ら
の
「
創
業
」

「
経
営
革
新
」
の
支
援
強
化
に
加
え
、
中
小
企
業
が
機
動
的

な
連
携
を
通
し
て
行
う
新
た
な
事
業
活
動
（
新
連
携
）
へ
の

支
援
も
新
た
な
柱
と
し
て
、
予
算
（
補
助
金
等
）、
税
制
、

融
資
等
の
措
置
が
な
さ
れ
る
。

　

新
た
に
規
定
さ
れ
た
「
新
連
携
」
は
、
異
な
る
分
野
で
事

業
活
動
を
行
っ
て
い
る
二
社
以
上
の
中
小
企
業
、
組
合
、
大

企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
、
全
国
九
ブ

ロ
ッ
ク
に
設
置
さ
れ
る
「
新
連
携
支
援
地
域
戦
略
会
議
」（
地

域
を
代
表
す
る
企
業
、
金
融
機
関
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
）

や
同
事
務
局
に
置
か
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
中
心
と
す
る
個
別
支
援
チ
ー
ム
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

事
業
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、
自
己
の
持
つ
経
営
資
源

の
発
揮
の
み
で
な
く
、
外
部
経
営
資
源
の
活
用
も
重
要
で
あ

る
。
本
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
様
々
な
連
携
組
織

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
指
導
事
業
や
研
究
会
等
を
実
施

し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
昨
年

度
に
お
い
て
は

「
美
濃
焼
和
食
器

に
よ
る
新
時
代
の

陶
磁
器
輸
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
中

小
企
業
庁
の
委
託

事
業
に
採
択
さ
れ
、�
和
食
器
の
輸
出
�
を
テ
ー
マ
に
関
連

業
界
に
対
し
呼
び
か
け
を
行
い
、
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、
輸
出

向
け
完
成
業
者
等
か
ら
な
る
新
し
い
連
携
体
を
構
築
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
事
業
化
に
向
け
た
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
な
が
ら
新
た
な
連
携
体
の
構
築
を
進
め
、
連
携
組
織
の

強
化
に
一
層
力
を
注
ぎ
、「
役
に
立
つ
中
央
会
」
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp
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廉
売
市
に
大
勢
の
買
い
物
客

第　

回
た
じ
み
陶
器
ま
つ
り

５３

　

春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
『
第　

回
５３

た
じ
み
陶
器
ま
つ
り
』（
多
治
見
陶
磁

器
卸
商
業
協
同
組
合
＝
坂
�
義
雄
理

事
長
）
が
四
月
九
日
か
ら
二
日
間
、

多
治
見
市
本
町
の
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー

ト
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
美
濃
焼
の
街
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
春
に
開
か

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
恒
例
の

『
第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
』（
協

２９

同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
＝

白
石
仲
七
理
事
長
）
が
、
五
月
三
日

か
ら
五
日
ま
で
、
土
岐
市
泉
北
山
町

の
土
岐
美
濃
焼
卸
商
業
団
地
で
開
催

さ
れ
た
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

団
地
内
の
卸
商
社
が
倉
庫
な
ど
を
開

放
す
る
蔵
出
し
市
の
ほ
か
、
路
上
に

は
陶
磁
器
が
並
べ
ら
れ
た
テ
ン
ト
が

連
な
り
、
市
価
の
三－

五
割
引
き
で

食
器
な
ど
を
販
売
し
、
更
な
る
値
引

き
交
渉
を
す
る
人
や
じ
っ
く
り
と
品

定
め
を
す
る
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
素
焼
き
の
皿
に
厄
除
け
願

い
を
書
き
、
石
塚
に
投
げ
つ
け
て
割

る
「
皿
割
り
厄
紙
斎
」
の
実
施
や
、

�
創
造
ぐ
る
ー
ぷ
美
濃
屋
陶
右
衛

門
�
が
展
開
す
る
「
陶
器
の
風
呂
桶
」

で
の
足
湯
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を

試
み
た
。

　

組
合
関
係
者
は
「
土
岐
プ
レ
ミ
ア

ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
花
フ
ェ
ス
タ
、

愛
知
万
博
な
ど
の
周
辺
イ
ベ
ン
ト
と

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。
一
般

消
費
者
の
認
知
度
が
向
上
し
、
拡
販

に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

ら
ゆ
る
焼
き
物
が
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
、
掘
り
出
し
物
の
器
を
探
そ
う
と

品
定
め
を
す
る
客
や
、
店
主
と
値
切

り
の
交
渉
を
楽
し
そ
う
に
す
る
客
の

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
市
市
之
倉
町
で
は
、
窯

元
十
八
カ
所
を
巡
る
窯
元
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
、
市
之
倉
さ
か
づ
き
美
術
館
広

場
で
焼
き
物
の
蔵
出
し
市
な
ど
を

行
っ
た
。「
幸
兵
衛
窯
」
で
は
、
今
年

一
月
に
亡
く
な
っ
た
人
間
国
宝
の
加

藤
卓
男
氏
を
し
の
ぶ
追
想
展
も
開
か

れ
た
。

れ
、
目
玉
の
廉
売
市
で
は
、
市
内
の

窯
元
や
陶
器
卸
会
社
約
五
十
社
が
テ

ン
ト
六
十
四
張
り
を
並
べ
、
格
安
に

陶
器
類
が
購
入
で
き
る
と
あ
っ
て
、

多
く
の
買
い
物
客
が
足
を
運
ん
だ
。

　

今
年
は
、
美
濃
焼
応
援
団
長
と
銘

打
っ
て
、
中
津
川
市
（
旧
福
岡
町
）

出
身
で
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草

野
満
代
さ
ん
を
迎
え
、
焼
き
物
を

テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か
れ

た
。
そ
の
他
、
大
道
芸
や
若
手
陶
芸

家
が
制
作
し
た
湯
呑
百
点
が
抽
選
で

当
た
る
福
引
な
ど
も
行
わ
れ
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

会
場
に
は
、
茶
わ
ん
や
皿
な
ど
あ

　

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
た
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ－

陶
器
祭
り
」
が
四
月
十
六
日

か
ら
二
日
間
、
土
岐
市
中
央
通
り
か

ら
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
周
辺
で
開
催
さ

れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
土
岐
市
駅
前
の
通
り
で
は
、

地
元
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
陶
器
即

売
市
「
美
濃
焼
買
道
市
」
が
行
わ
れ
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
は
、
近
代
の
美

濃
焼
約
六
十
点
を
展
示
し
た
「
市
美

濃
焼
収
蔵
品
展
」
や
大
骨
董
市
な
ど

を
実
施
し
た
。

　
�
見
る
・
買
う
・
体
験
�
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。「
美
濃
焼
マ

イ
ス
タ
ー
」
で
は
、
ロ
ク
ロ
や
絵
付

け
職
人
が
巧
み
な
技
を
披
露
し
訪
れ

た
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

春の美濃焼イベント
陶器愛好家が“陶都”に参集
多治見・土岐で盛大に開催

�
�
�
�
�
�
�
�

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ－

陶
器
祭
り

�
�
�
��

�
�
�
�
�

春
の
美
濃
焼
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
る

日
本
三
大
陶
器
祭
り
「
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
」
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メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
未
来
に
希
望
を

も
っ
た
若
者
が
元
気
に
回
復
し
て
く

　

多
治
見
市
高
田
町
の
『
第　

回
美

１１

濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り
』（
高
田
陶

磁
器
工
業
協
同
組
合
＝
加
藤
修
一
理

事
長
）
が
、
四
月
三
日
に
共
栄
公
園

で
開
催
さ
れ
、
小
さ
な
子
供
を
連
れ

た
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
廉
価
で
販
売
す
る

「
窯
元
蔵
出
し
市
」
が
催
さ
れ
た
ほ

高
山
出
身
の
茶
人「
金
森
宗
和
」を
紹
介

�
飛
騨
木
工
連
合
会
が
発
刊

　

協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
北

村
斉
理
事
長
）
は
、
高
山
出
身
で
江

戸
時
代
初
期
の
茶
人
、
金
森
宗
和
を

広
く
紹
介
し
た
図
録
「
優
麗
の
美 
金

森
宗
和 
匠
の
こ
こ
ろ
」
を
発
刊
し
た
。

　

金
森
宗
和
は
、
金
森
可
重
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、
家
督
を
継
ぐ
身
で

あ
っ
た
が
勘
当
さ
れ
、
母
と
と
も
に

京
都
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
大

徳
寺
で
禅
を
学
び
宗
和
と
号
し
、
独

自
の
茶
風
を
開
花
さ
せ
た
人
物
で
、

郷
土
出
身
の
誇
る
べ
き
茶
人
を
広
く

後
世
に
伝
え
、
飛
騨
の
�
匠
の
こ
こ

ろ
�
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
に
、

今
回
の
発
刊
に
至
っ
た
。

　

図
録
は
Ａ
４
判
、
百
三
十
ペ
ー
ジ

で
、
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
紹
介
し
、
宗
和
作
の
茶
道

具
を
は
じ
め
、
ゆ
か
り
あ
る
茶
室
や

寺
院
の
紹
介
、
略
年
譜
な
ど
多
彩
な

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
国
会
図
書
館

や
全
国
の
大
学
、
飛
騨
地
域
の
小
、

中
学
校
な
ど
に
寄
贈
し
た
。

　

本
会
に
も
組
合
か
ら
寄
贈
し
て
頂

き
、
情
報
サ
ロ
ン
に
て
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
来
会
の
際
は
、
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

中
津
川
市
と
応
援
協
定
を
締
結

恵
北
建
設
業
協
同
組
合

や
、
輸
送
路
の
確
保
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
消
防
署
等
と
連
携
し
、
建
設

重
機
な
ど
で
倒
壊
家
屋
か
ら
の
負
傷

者
の
救
助
も
行
う
。

　

調
印
式
は
四
月
二
十
日
に
市
役
所

で
行
わ
れ
、
協
定
書
に
調
印
し
た
石

橋
理
事
長
は
、「
岐
阜
国
道
事
務
所
な

ど
と
も
支
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
た

め
、
災
害
時
に
は
国
・
県
等
と
も
連

携
し
、
統
一
し
た
出
動
命
令
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
、
緊
急
時
に
は

官
民
が
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

「
塩
焼
」を
披
露

高
田
陶
磁
器
工
業
�

　

下
石
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
（
土

本
晋
平
理
事
長
）
は
、
重
い
肝
臓
疾

患
を
患
っ
た
静
岡
県
内
に
住
む
高
校

生
の
米
国
で
の
脳
死
肝
移
植
手
術
費

用
に
充
て
る
た
め
、
昨
年
十
月
に
開

い
た
『
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器
祭
り
』

で
募
金
活
動
を
行
っ
た
が
、
手
術
が

無
事
終
了
し
、
そ
の
家
族
が
組
合
を

訪
問
さ
れ
、
手
術
の
成
功
の
報
告
と

募
金
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

募
金
活
動
に
至
っ
た
背
景
に
は
、

患
者
の
叔
父
が
八
年
前
に
同
組
合
が

企
画
し
た
『
窯
元
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
』

で
挙
式
を
し
た
こ
と
が
縁
。
ま
つ
り

期
間
中
に
三
十
万
円
近
く
の
募
金
が

集
ま
っ
た
。

　

現
在
は
通
院
だ
け
で
、
通
常
の
生

活
を
送
れ
る
ま
で
に
回
復
し
、
組
合

組
合
を
訪
問
し
、募
金
活
動
の
お
礼

下
石
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

か
、
陶
器
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
一
角
に
は
、
国
及

び
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
、
昨
年
度

に
取
り
組
み
完
成
し
た
「
塩
焼
」
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
か

ら
関
心
を
集
め
て
い
た
。
塩
焼
と
は
、

高
田
地
区
の
粘
土
に
岩
塩
を
加
え
て

焼
き
上
げ
た
陶
器
で
、
落
ち
着
い
た

色
合
い
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

恵
北
建
設
業
協
同
組
合
（
石
橋
浩

理
事
長
）
は
、
旧
恵
北
町
村
を
組
合

の
地
区
と
し
て
い
る
が
、
本
年
二
月

の
町
村
合
併
に
伴
い
中
津
川
市
と
の

間
で
、
災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助

や
防
災
活
動
を
行
う
応
援
協
定
を
結

ん
だ
。

　

同
市
は
、
東
海
地
震
の
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

協
定
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
や

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

組
合
が
建
設
防
災
支
援
隊
を
結
成
し
、

道
路
の
補
修
な
ど
に
協
力
す
る
こ
と

れ
て
良
か
っ
た
。
募
金
活
動
を
し
た

か
い
が
あ
っ
た
」
と
喜
び
を
新
た
に

し
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

美濃機械製紙工業　
美濃共同計量所

代表理事　　 宮　 嶋　 邦　 雄
副理事長　　 後　 藤　 豊　 彦

1〈０５７５〉　３３－１２４３

協同
組合



2005 年（平成 17 年）5月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 547 号（４）

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、
理
事
会
を
四

月
二
十
六
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
辻
正

会
長
は
「
梶
原
前
知
事
か
ら
バ
ト
ン

を
受
け
た
古
田
知
事
は
、
県
政
に
つ

い
て
�
県
民
の
目
線
�
か
ら
総
点
検

を
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
明
確
な

指
針
を
示
し
な
が
ら
県
政
を
進
め
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
産

業
省
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
中

小
企
業
の
振
興
を
第
一
に
掲
げ
て
い

る
。
今
後
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ド

イ
ツ
で
開
催
し
た
展
示
会
な
ど
で
架

か
っ
た
海
外
と
の
架
け
橋
を
有
効
に

活
用
し
、
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
中
央

会
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
の
で

ご
相
談
願
い
た
い
」
と
、
期
待
を
込

め
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
『
第　

回
通
常
総
会
』
へ

５０

の
提
出
議
案
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、

辻
会
長
が
議
長
を
務
め
、
大
野
参
与

が
各
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
中
央
会
の
総
会
は
、
五
月

二
十
七
日
�
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
大
垣
市
情
報
工
房
五
階
の
「
ス
イ

ン
ク
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
す
。
是

非
、
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

審
議
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
。

▽
第
一
号
議
案
＝
新
規
加
入
組
合
等

の
承
認
▽
第
二
号
議
案
＝
平
成
十
六

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

革
新
・
新
連
携
に
果
敢
に
取
り
組
む

た
め
に
は
、
中
小
企
業
対
策
予
算
の

大
幅
な
増
額
な
ど
中
小
企
業
対
策
全

体
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策

は
、
中
小
企
業
が
事
業
協
同
組
合
等

の
連
携
組
織
に
経
営
資
源
を
結
集
し

て
、
個
々
の
中
小
企
業
の
経
営
革
新

や
産
学
官
連
携
、
創
業
の
促
進
を
全

面
的
に
支
援
す
る
対
策
で
あ
り
、
国

は
、
中
小
企
業
対
策
の
重
要
な
柱
と

し
て
の
位
置
付
け
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
同
対
策
の
実
施
を
担
う
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
指
導
体
制
の
整

備
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

２.  
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法

に
よ
る
新
連
携
体
へ
の
支
援
強
化

に
つ
い
て

　

中
小
企
業
創
造
活
動
促
進
法
、
中

小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
及
び
新
事

業
創
出
促
進
法
の
三
法
を
統
合
し
た

中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
（
平

成
十
七
年
四
月
六
日
成
立
、
四
月
十

三
日
施
行
）
に
よ
り
、
新
連
携
体
の

構
築
及
び
市
場
化
・
事
業
化
に
対
し
、

支
援
が
行
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
商

品
の
改
善
、
顧
客
の
開
拓
等
、
補
助

事
業
完
了
後
に
お
い
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
中
小
企
業

連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
で
あ
る

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
活
用
と
そ

れ
に
対
す
る
支
援
措
置
を
図
る
こ
と
。

３.  
中
小
企
業
向
け
官
公
需
発
注
の

増
大
に
つ
い
て

　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
「
官
公

需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注

の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
官
公
需

法
）」
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
並
び

に
官
公
需
適
格
組
合
を
初
め
と
す
る

中
小
企
業
組
合
へ
の
発
注
の
増
大
に

努
め
て
い
る
が
、
中
小
企
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
、
よ
り

一
層
の
官
公
需
施
策
の
充
実
・
強
化

に
努
め
る
な
ど
、
中
小
企
業
向
け
官

公
需
施
策
の
適
切
な
運
用
を
図
る
こ

と
。

４.  
原
材
料
の
値
上
が
り
対
策
に
つ

い
て

　

原
油
や
鉄
鋼
、
石
化
製
品
な
ど
原

燃
料
、
素
材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
で
、
地
場
産
業
に
も
原
材
料
等
の

高
騰
が
影
響
し
、
さ
ら
に
入
手
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
、
こ
の

傾
向
は
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

　

つ
い
て
は
、
地
場
産
業
の
関
連
小

規
模
企
業
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る

こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
地
場
産
業
の

生
き
残
り
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
。

５.  
中
小
企
業
組
合
士
制
度
の
継
続

と
地
位
向
上
に
つ
い
て

　

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
「
中
小
企
業
組
合
士
制
度
」
は
、

�
�
�
�
�
�
�
�
�

総
会
提
出
議
案
な
ど
九
議
案
を
審
議

全
国
大
会
要
望
事
項〔
岐
阜
県
案
〕も
取
り
ま
と
め

平
成　

年
度
第
一
回
理
事
会
を
開
催

１７

中
小
企
業
対
策
に
関
す
る
要
望
事
項

第　

回
全
国
大
会　
〔
岐
阜
県
案
〕

５７

Ⅰ.  
総　

合

１.  
中
小
企
業
対
策
・
中
小
企
業
連
携

書
及
び
剰
余
金
処
分
の
各
案
▽
第
三

号
議
案
＝
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の
各
案
▽
第
四
号
議

案
＝
十
七
年
度
会
費
賦
課
基
準
及
び

そ
の
納
入
方
法
の
各
案
▽
第
五
号
議

案
＝
十
七
年
度
取
引
金
融
機
関
及
び

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
の
各
案

▽
第
六
号
議
案
＝
十
七
年
度
役
員
報

酬
の
額（
案
）
▽
役
員
辞
任
に
伴
う
後

任
者
の
取
り
扱
い
▽
第　

回
通
常
総

５０

会
の
日
程
等
の
決
定
▽
第　

回
中
小

５７

企
業
団
体
全
国
大
会
要
望
事
項
（
案
）

取
り
ま
と
め

　

新
規
加
入
組
合
は
五
組
合
で
次
の

と
お
り
。〔
平
成　

年　

月　

日
〜
平

１６

１２

１５

成　

年
４
月　

日
ま
で
〕
※（　

）内

１７

２５

は
代
表
者
名
、
所
在
地
、
組
合
員
数
。

▽
間
伐
材
製
品
開
発
協
同
組
合
（
福

井
一
百
理
事
長
、
笠
松
町
、
４
名
）

▽
岐
阜
テ
ク
ノ　

（
杉
浦
克
彦
会
長
、

６１

岐
阜
市
、　

名
）▽
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ

２１

ン
ロ
ー
ド
協
同
組
合
（
河
�
嗣
生
理

事
長
、
瑞
穂
市
、
６
名
）
▽
中
津
川

市
管
工
事
協
同
組
合
（
五
十
嵐
勇
輔

理
事
長
、
中
津
川
市
、　

名
）
▽
ナ

２４

シ
ョ
ナ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ
協
同
組
合

（
永
井
絹
代
理
事
長
、美
濃
市
、７
名
）

組
織
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

　

我
が
国
中
小
企
業
が
創
業
・
経
営
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�
…
四
月
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
」で
す
！　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

組
合
事
務
局
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
中
小
企
業
組
合
の
活
力
あ
る

発
展
と
企
業
の
育
成
に
寄
与
し
て
お

り
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環

境
の
中
で
、
中
小
企
業
者
が
生
き
延

び
て
ゆ
く
上
で
、
組
合
組
織
が
果
た

す
役
割
は
多
く
、
組
合
士
の
仕
事
も

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

全
国
中
央
会
に
対
す
る
「
推
進
補

助
金
」
が
打
ち
切
ら
れ
る
等
と
側
聞

し
て
い
る
が
、
中
小
企
業
組
合
士
の

社
会
的
地
位
と
資
質
向
上
並
び
に
組

合
士
制
度
促
進
の
た
め
、
積
極
的
な

振
興
策
を
講
ず
る
こ
と
。

Ⅱ.  
組　

織

１.  
員
外
利
用
の
緩
和
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
組
合
が
経
済
社
会
環
境

の
変
化
の
中
で
、
共
同
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
環
境
下
に
お

い
て
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、

組
合
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
員

外
利
用
制
限
の
緩
和
を
図
る
こ
と
。

Ⅲ.  
金　

融

１.  
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実
に

つ
い
て

　

長
期
に
わ
た
り
デ
フ
レ
不
況
に
苦

し
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
金
融
面
か

ら
支
援
す
る
た
め
、
次
の
中
小
企
業

金
融
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　
　
　

高
度
化
資
金
貸
付
制
度
に
つ

（一）
い
て
、
貸
付
条
件
の
緩
和
、
貸
付
手

続
の
簡
素
化
、
既
往
借
入
の
返
済
条

件
緩
和
を
図
る
こ
と
。

　
　
　

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

（二）
度
に
つ
い
て
、
最
高
掛
金
（
共
済
金

の
貸
付
限
度
額
）
の
引
き
上
げ
、
手

続
の
簡
素
化
、
貸
付
決
定
の
期
間
短

縮
を
図
る
こ
と
。

Ⅳ.  
税　

制

１.  
消
費
税
率
引
き
上
げ
見
送
り
に

つ
い
て

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
論

議
を
重
ね
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、

現
在
の
景
気
低
迷
し
て
い
る
状
況
下

に
加
え
、
消
費
者
や
中
小
企
業
者
に

対
し
て
、
さ
ら
に
不
安
感
を
煽
る
も

の
で
あ
り
、
景
気
回
復
の
足
を
引
っ

張
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
は
、
当
分
の
間
は
見

送
る
こ
と
。

２.  
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償

却
資
産
の
特
例
に
つ
い
て

　

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中
小
企

業
者
等
に
係
る
減
価
償
却
資
産
の
特

例
（
現
行
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
取
得
、
取
得
価
額
が
三

十
万
円
未
満
）
に
つ
い
て
、
そ
の
措

置
の
延
長
を
図
る
と
と
も
に
取
得
価

額
上
限
の
増
額
を
講
ず
る
こ
と
。

３.  
固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
三
四
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
中
小
企
業
組
合
が
所
有
し
使
用

す
る
事
務
所
及
び
倉
庫
等
の
固
定
資

産
は
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
が
、
共

同
店
舗
の
駐
車
場
に
つ
い
て
も
同
様

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

Ⅴ.  
近
代
化
・
高
度
化

１.  
中
小
企
業
工
場
等
集
団
化
の
建

築
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
工
場
集
団
化
事
業
等
に

よ
っ
て
共
同
で
取
得
し
た
緑
地
等
の

共
通
施
設
面
積
に
つ
い
て
は
、
構
成

員
の
持
分
に
分
配
し
た
面
積
を
占
有

面
積
の
一
部
と
認
め
、
こ
れ
を
分
母

に
加
算
し
て
構
成
員
に
お
け
る
建
ぺ

い
率
の
制
限
面
積
と
し
て
扱
う
こ
と
。

　

理
由
は
、
工
業
団
地
に
進
出
し
工

場
等
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
事
業
場

は
、
そ
の
占
有
面
積
で
建
築
制
限
を

受
け
る
。
当
然
に
緑
地
を
含
み
単
独

で
工
場
用
地
を
取
得
す
る
場
合
は
取

得
し
た
全
て
の
敷
地
が
対
象
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
緑
地
等
を
共
同
で
取
得

す
る
中
小
企
業
工
場
集
団
化
事
業
の

場
合
は
、
共
同
緑
地
を
除
い
た
事
業

場
の
占
有
敷
地
の
み
を
対
象
と
し
て

い
る
。

　

こ
れ
は
、
本
来
中
小
企
業
を
支
援

す
る
た
め
の
工
場
集
団
化
事
業
が
、

構
成
員
に
対
し
単
独
取
得
に
比
べ
建

築
制
限
面
積
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
結
果
的
に
高
額
な
用
地
取
得

を
さ
せ
て
い
る
か
、
ま
た
は
敷
地
の

活
用
を
狭
隘
な
も
の
に
し
て
お
り
、

本
来
の
中
小
企
業
支
援
事
業
と
し
て

の
矛
盾
を
呈
し
て
い
る
た
め
、
次
の

改
善
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　

①　

協
同
組
合
の
構
成
員
を
公
平

に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
持
分
割
合
を

基
準
に
緑
地
等
の
共
同
施
設
面
積
を

構
成
員
に
割
り
当
て
、
こ
れ
を
占
有

面
積
に
加
算
し
て
建
ぺ
い
率
の
建
築

制
限
と
す
る
こ
と
。

　

②　

工
場
等
集
団
化
事
業
は
行
政

機
関
に
認
め
ら
れ
計
画
的
に
施
設
が

配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の

集
団
化
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
建
築
対

象
の
占
有
地
と
共
有
緑
地
等
が
道
路

又
は
他
者
の
占
有
地
で
分
断
さ
れ
て

い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
集
団
化

区
域
内
の
す
べ
て
を
一
体
的
な
も
の

と
し
、
構
成
員
が
平
等
に
同
一
の
建

ぺ
い
率
算
出
の
基
準
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
。

　

③　

構
成
員
は
、
適
宜
に
他
の
構

成
員
に
関
わ
り
無
く
単
独
で
当
該
占

有
地
の
建
築
計
画
の
み
で
緑
地
等
の

共
有
地
の
持
分
を
算
入
し
建
築
申
請

で
き
る
こ
と
。

２.  
高
度
化
資
金
返
済
財
源
（
賦
課

金
）
の
非
課
税
化
に
つ
い
て

　

共
同
店
舗
は
高
度
化
資
金
の
返
済

財
源
と
し
て
、
組
合
員
よ
り
返
済
金

額
と
同
額
の
償
還
賦
課
金
を
徴
収
し

て
い
る
が
、
こ
の
収
入
は
高
度
化
資

金
の
借
入
れ
返
済
の
み
に
充
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
消
費
税
法
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
も
ま
っ
た
く
対
価
性
の
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
非
課

税
収
入
と
し
て
経
理
処
理
で
き
る
よ

う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

Ⅵ.  
商
業
・
流
通

１.  
空
き
店
舗
対
策
の
強
化
に
つ
い

て

　

大
規
模
店
舗
法
の
各
種
規
制
緩
和

に
よ
っ
て
、
近
年
商
圏
間
の
競
合
に

よ
り
既
設
共
同
店
舗
が
苦
境
に
瀕
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
組
合
員
の
脱

退
が
相
次
ぎ
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
入

居
す
る
組
合
員
に
対
し
助
成
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
。

２.  
大
規
模
小
売
店
舗
の
営
業
時
間

の
規
制
に
つ
い
て

　

現
行
の
大
規
模
店
舗
法
第
四
条
で
、

生
活
環
境
の
悪
化
の
防
止
の
た
め

「
騒
音
の
発
生
そ
の
他
に
よ
る
大
規

模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活

環
境
の
悪
化
の
防
止
の
た
め
に
配
慮

す
べ
き
事
項
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
配
慮
項
目
に
営
業
時
間
を

明
記
す
る
こ
と
。

Ⅶ.  
労　

働

１.  
中
小
企
業
の
労
務
対
策
の
充
実

に
つ
い
て
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
対
す
る
税
制
上
の
配
慮
）

　

今
日
の
就
業
形
態
の
多
様
化
の
更

な
る
進
展
を
背
景
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
存
在
意
義
が
単
な
る
補

助
的
、
短
期
的
労
働
者
と
い
う
位
置
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付
け
か
ら
主
戦
力
的
労
働
者
と
考
え

る
中
小
企
業
者
が
増
加
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
ニ
ー

ズ
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

所
得
税
等
の
非
課
税
限
度
額
が
低
額

な
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
自

ら
に
よ
る
「
就
業
調
整
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
円
滑
な
確
保
を
図
る
た
め
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
所

得
税
等
の
非
課
税
限
度
額
（
現
行
一

〇
三
万
円
）
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。

Ⅷ.  
情　

報

１.  
組
合
等
情
報
化
促
進
施
策
の
充

実
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
及
び
組
合
の
現
状
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
は
進
ん
で
い

る
が
、
活
用
の
レ
ベ
ル
が
低
く
、
経

営
革
新
へ
の
具
体
的
な
効
果
は
緒
に

着
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク

が
伴
い
、
こ
れ
ま
で
そ
の
対
応
が
遅

れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
対

応
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
組
合
等

情
報
化
助
成
策
の
一
層
の
充
実
強
化

を
図
る
こ
と
。

　
　
　

中
小
企
業
の
情
報
化
を
促
進

（一）
す
る
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企

業
等
の
身
近
な
情
報
化
事
例
と
し
て
、

ま
た
、
体
験
の
機
会
と
し
て
の
効
果

が
大
き
い
た
め
、
中
小
企
業
等
の
情

報
化
促
進
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設

置
等
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る

組
合
及
び
そ
の
構
成
員
に
対
す
る
助

成
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

　

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
中
小
企
業
等
の
Ｉ
Ｔ
活
用
へ

の
具
体
的
取
り
組
み
に
対
し
て
助
成

す
る
「
Ｉ
Ｔ
活
用
型
経
営
革
新
モ
デ

ル
事
業
」
の
運
用
に
つ
い
て
、
補
助

率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

等
が
活
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
こ

と
。

Ⅸ.  
そ
の
他

１.  
商
工
組
合
に
対
す
る
県
知
事
権

限
の
拡
大
に
つ
い
て

　

商
工
組
合
の
所
管
は
主
務
大
臣
の

委
任
を
受
け
て
県
知
事
が
行
っ
て
い

る
が
、
団
体
法
一
〇
二
条
の
二
第
三

項
に
基
づ
く
省
令
に
よ
り
商
工
組
合

の
名
称
、
事
業
及
び
組
合
員
資
格
に

関
す
る
定
款
変
更
は
地
方
経
済
産
業

局
の
協
議
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
迅

速
な
認
可
等
の
た
め
事
務
手
続
き
の

簡
素
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
団
体
法
施
行
令
第
一
〇
条

第
二
項
に
よ
り
、
県
域
を
超
え
な
い

商
工
組
合
に
対
す
る
権
限
は
県
知
事

に
委
譲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
部

の
業
種
に
お
い
て
は
主
務
大
臣
の
所

管
と
な
っ
て
い
る
。
酒
類
製
造
、
販

売
等
の
特
別
法
に
基
づ
く
業
種
に
お

い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
衣
料
品
の

製
造
、
卸
売
等
、
県
知
事
権
限
と
し

て
よ
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
業
種
の
見
直
し
及
び
知
事

権
限
の
拡
大
等
に
つ
い
て
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

２.  
研
修
生
よ
り
移
行
し
た
技
能
実

習
生
に
対
す
る
厚
生
年
金
保
険
の

適
用
除
外
に
つ
い
て

　

平
成
二
年
よ
り
改
正
実
施
さ
れ
て

い
る
外
国
人
研
修
制
度
、
さ
ら
に
平

成
五
年
よ
り
新
規
に
改
正
実
施
さ
れ

て
い
る
技
能
実
習
制
度
は
、
人
材
育

成
を
通
じ
た
国
際
貢
献
と
し
て
、
開

発
途
上
国
等
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
、
役
割
は
今

日
益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
制
度
は
全
国
的
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

　

研
修
生
よ
り
移
行
し
た
技
能
実
習

生
に
対
し
て
、
現
在
、
通
常
雇
用
者

と
同
様
の
社
会
保
険
（
厚
生
年
金
保

険
・
健
康
保
険
）、
労
働
保
険
（
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
）
が
適
用
さ
れ
、

実
習
生
及
び
受
入
企
業
が
保
険
料
を

分
担
納
付
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
特
に
老
齢
年
金
を
主
と
す
る
厚

生
年
金
保
険
に
つ
い
て
は
、
二
年
間

の
技
能
実
習
の
後
、
帰
国
時
に
外
国

人
実
習
生
は
、
脱
退
一
時
金
と
し
て

返
還
す
る
も
の
の
国
内
企
業
は
全
く

の
掛
け
捨
て
と
な
り
、
実
習
生
及
び

受
入
企
業
に
お
い
て
は
保
険
料
の
負

担
が
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
技
能
実
習
生
に
対
す

る
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
除
外
に
関

す
る
制
度
改
正
を
要
望
す
る
。

３.  
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て

　

各
種
製
造
業
に
お
い
て
は
、
業
界

毎
に
派
生
す
る
産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
、
環
境
と
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
専
門
業
者
に
依

頼
し
て
処
理
し
て
い
る
が
、
処
理
費

用
が
年
々
高
騰
し
て
お
り
、
各
事
業

所
の
経
営
に
著
し
く
影
響
を
与
え
て

い
る
。

　

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
が
今
後
と

も
環
境
対
策
に
堅
実
に
対
応
し
て
い

く
た
め
の
助
成
措
置
等
に
つ
い
て
、

特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

全
国
大
会
参
加
者
を
募
集
！

北
の
大
地「
北
海
道
」で
開
催

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
北

海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
主
催

す
る
『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国

５７

大
会
』
が
、
９
月　

日
�
の
午
前　

１５

１０

時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
札
幌
市
の

「
札
幌
ド
ー
ム
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、「
北
の
大
地
で
誓
お
う 
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神 
組
織
の
力
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国

の
中
小
企
業
団
体
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
、自
ら
の
決
意
を

内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、

国
等
に
対
し
て
中
小
企
業
振

興
施
策
の
強
化
充
実
を
訴
え
、

組
合
連
携
組
織
を
基
盤
と
し

た
中
小
企
業
の
安
定
的
な
発

展
と
豊
か
な
社
会
実
現
を
図
る
た
め

の
重
要
な
大
会
で
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
組
合
役
職
員
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
大
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
、
参
加
申
込
み
等
は
、
中

央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
（
℡
〇
五

八－

二
七
七－

一
一
〇
二
）
ま
で
。
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マ
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チ
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研
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八
四

－

七
七

－

一
一
一
三

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■酒類製造販売の現状
ユタ州の総人口に占めるモルモン教徒の割合は６０％

から７０％と言われる。モルモン教の戒律は厳しく、アル
コール類やたばこ、コーヒーやお茶などカフェインを含
むものは摂取しないこととされている。また、モルモン
教の戒律とは直接の関係はないが、ユタ州政府の一組織
として「酒類管理局」があり、酒類製造販売の免許規制
について、日本より幅広い規制がある。
州政府がこの部局を持つに至った歴史は、いわゆる「禁
酒法」と関連がある。１９１９年に、キリスト教宗派間の対
立や第一次世界大戦などの要因が重なって、連邦レベル
で「酒類製造・販売・運搬等禁止法」（日本では「禁酒
法」と訳さるが、「飲酒」行為は禁止されなかった）が制
定されたが、結果はアル・カポネなどギャングの資金源
となり、一般市民、行政官までも法規範意識の低下を招
き、２９年の大恐慌などの要因も重なって３３年に廃止され
た。この「禁酒法」の廃止は、連邦レベルでの酒類製造
販売等の禁止を解くと同時に、各州に酒類販売管理の方
法を委ねることとなった。当時のユタ州議会は、市場に
任せるより、州として酒類を管理した方がよいとの判断
で、３５年に州法を制定し、酒類管理局を設置した。（現
在、全米５０州のうち１８州とメリーランド州の一部で州
政府が酒類販売を管理している。全米の人口のうち約
２８％がこの規制の下にある）
酒類管理局の役割は、適量を適正価格で供給し、酒類
を忌避する人や未成年者（ユタ州を含め多くの州では飲
酒可能年齢は２１歳）から酒類を遠ざけることである。酒
類管理局は、酒類製造業者、輸入業者及び販売店に免許
を発行するほか、州内都市部で３６の酒類販売店を直接経
営し、小規模な町にある８０の契約代理店を管理する。
ユタ州では酒類を、アルコールが４％を超える Liquor、
それ以下の Beer に分類し、Liquor については、州政府の
販売店あるいは代理店からのみ、政府が決めた額でしか
購入することができない。ホテル、レストランやバーな
どは販売許可を受け、州政府から酒類を購入して、よう
やく客に酒をサービスできる。しかも販売できる時間帯
の制限があり、許可には高額の保証金も必要となってい
る。Beer のみの販売については、販売免許が必要なもの

の、市内のスーパーなどで
扱われる。いずれの販売免
許も人口何人あたり１軒と
いう制限がある。
■発展する地ビール企業
ユタ州の人口の過半数が、

飲酒しないなど厳しい戒律
を守るモルモン教徒である
こと、当然大手メーカーの
酒類もユタ州に入ってきて
いることや、酒類販売に厳
しい制限があることから、
州内で酒造産業は経営が成
り立つのかと疑問であったが、このような厳しい環境の
下でも、地ビール企業は発展を続けている。現在ソルト
レイクシティ周辺都市部には１３の地ビール会社、州内全
域では１７の地ビール会社がある。アメリカでも７～８年
前には、増えすぎた地ビール会社間の競争が激化した。
ユタ州でも企業間の競合の結果、現在の企業数となって
いる。０４年では、地ビールに関連して州内で計１万人分
の雇用があり、１年間で約７５０億円分の経済効果があっ
たとされる。州内のビール市場における地ビールの販売
シェアも着実に伸びてきている。
■地ビール会社・UINTA 社
州内で最も成功している地ビール会社の１つである

UINTA社のマーケティング担当 Steve Kuftinec 氏に話を
伺った。氏は、１９９１年、ユタの美しい自然に惹かれて東
海岸から移り住んだ。当時ユタ州には、レストランやバー
へ樽で卸すだけの地ビール会社が１社のみあったが、９３
年に友人とソルトレイクシティで地ビール会社を設立し、
州内の地ビール会社では初めて、個人への小売り用
３５０ml 瓶入りビールを売り出した。ソルトレイクの水は
硬水でミネラルを多く含有し、ビールを醸造するには
ちょうど良いとのことである。現在では、酒類販売店向
け４％超を１銘柄、スーパー向け４％以下のビールを６
銘柄、１日おきに計４万本を出荷している。アメリカ国
内のコンテストでも９７年以来、毎年のように賞を獲得し
ており、州内でも最も人気のある地ビール会社の１つと
なった。
氏によれば、この土地柄、一般的に酒造産業はあまり

良い目では見られず、州税も０３年７月に酒税率が上がり、
１バレル（約１２０�）あたり、連邦税７ドル、州税１２.８
ドル（州税は北東隣のワイオミング州の約５０倍）が課せ
られているそうだ。しかし、ユタの自然に魅せられて当
地で会社を興し、瓶のラベルにはユタに多く生息するサ
ケやスキージャンプ、大陸横断鉄道の開通などユタに関
連したデザインを用い、ユタへの愛着を表している。ま
た、ユタの美しい自然環境への配慮から、工場で必要な
電力は全て風力発電による電力を購入している。近年は
製品を州外へも輸出しているが、州内での消費の方が当
然多い。ビールの味の研究と共に、そうしたユタの自然
への愛着やこだわりも、厳しい環境ながらビジネスの成
功に結びついていると考えているそうだ。

ユタ州と酒造産業　　　
　 　　　　　　　　UINTA社の取り組み

ユタ州政府派遣職員　熊崎　雄一

���������	
���
�
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３月景況調査

状
況
に
は
変
わ
り
な

い
。改

善
の
要
因
は
、
好

転
の
微
増
と
と
も
に
、

業
種
別
の
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
が
、
小
売
業
、
商

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
三
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

〔
三
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
縮
小
・
不
安
定

な
景
況
感
続
く
②
先
行
き
不
透
明
感
が
依
然
強

い
―
と
な
っ
て
い
る
。

三
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転

ポ
イ
ン
ト
、
悪

１０

化

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト
と
な

４１

３１

り
、
前
月
の

ポ
イ
ン
ト
に
比
べ
て
４
ポ
イ
ン

３５

ト
改
善
し
、
先
月
に
引
き
続
き
改
善
の
動
き
と

な
っ
た
が
、
昨
年
四
月
か
ら
続
く
一
進
一
退
の

店
街
で
前
月
水
準
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
回
答
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
低
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。他

の
主
要
な
動
向
も
水
面
下
で
は
あ
る
が
、
前
月

に
対
し
改
善
の
動
き
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
一
部

業
種
に
出
て
い
る
需
要
回
復
の
動
き
は
変
わ
ら
な
い

が
、
全
体
的
に
は
中
小
企
業
の
現
状
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
景
気
の
先
行
き
に
対
す
る

不
安
感
、
不
透
明
感
を
訴
え
る
意
見
が
多
く
出
て
お

り
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（３月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲▲△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲△▲砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
▲○▲▲○○鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
▲△▲▲△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△▲△○メ　 ッ　 キ
△○△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△▲△▲可 児 工 業 団 地
○○○○△○金　 　 型
▲△△▲▲▲電 気 機 械 器 具
△▲△▲▲○輸 送 機 器
△△△△△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
▲△△▲△△電 設 資 材
▲△△▲△▲陶　 磁　 器
○△△○○○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
○△△△▲○家 電 機 器 販 売
△△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
△△△▲▲▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△△○△▲▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△△共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲○△▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
○△△▲○△食 肉 （ 国 産 ）
▲▲△▲△▲菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
○△△○△○寒 天 水 産
▲△△△▲△製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
▲△△△△▲ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△▲▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△△▲▲○縫　 　 製
△△△▲▲▲製　 　 材
△△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲△△▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△○家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△▲▲▲紙　 加　 工
○△○○▲○印　 　 刷
△△△△○△プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△▲▲▲▲△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△○○△○恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△△▲▲タ イ ヤ 整 備
△△▲▲△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△△△○下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
△△△△△▲ク リ ー ニ ン グ
○△△○△○広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△▲△△△▲映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△△理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲△土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△△▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
△△▲▲△▲鉄 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△△△▲○建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲▲▲▲△▲軽 運 送

景
況
感
悪
化
幅
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小

先
行
き
不
透
明
感
は
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然
続
く
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組合データ修正票（届出用）

　

◆修正項目◆　　　※　修正事項の□にチェックし、新（変更後）のみ記入して下さい。

　※　定款変更に関わるものについては、定款変更認可申請書の新旧対照表を添付して下さい。
　※　ご記入に際しましては当ページをコピーの上、ＦＡＸ又は郵送にてお送り下さい。

組 合 等 名□

〒住所（登記上）□

〒住所（連絡先）□

Ｆ Ａ ＸＴ Ｅ Ｌ□

Ｕ Ｒ ＬＥ－ｍａｉｌ□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日代 表 理 事 名□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日現　員　　　　　　　人理 事 数□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日現　員　　　　　　　人監 事 数□

平成　　年　　月　　月決 算 月現　員　　　　　　　人組 合 員 数□

パート男女　　　　　人常用男女　　　　　　人専従役員　　　　　　人事 務 局 構 成□

氏　名役　職事務局責任者□

組 合 の 地 区□

１．独立所有　　　　２．独立借用　　　　３．他団体同居　　　　４．理事宅事務所設置形態□

１．全　　額　　　　２．薄　　価　　　　３．出　資　額持分払戻方法□

円出 資 総 額出資１口　　　　　　　　円出 資 金□

組 合 等 名

　代表理事の変更、出資総額の変更等が生じた場合、上記の『組合データ修正票』に、変更が生じ
た項目をご記入頂き、本会までご送付下さいますようお願い致します。
　また、決算関係書類や役員変更届等につきましても、所管行政庁への提出と併せて本会にもご送

� ���������������������

付下さいますようご協力をお願い致します。
　なお、事業年度終了後に組合が行わなければならない業務については、４月号で掲載しておりま
す。ご不明な点がございましたら、お気軽に下記までお問い合わせ下さい！

　【送付先・問い合わせ先】

　　岐阜県中小企業団体中央会　組織指導チーム・情報企画チーム（情報室）
　　　〒５００－８３８４　岐阜市薮田南５丁目１４番５３号（県民ふれあい会館 １２階）

 ＴＥＬ ０５８－２７７－１１０１・１１０２
　　 ＦＡＸ ０５８－２７３－３９３０（郵送でも可）
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情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理

７
月
１
日

午
前

時
〜
午
後
４
時

分

受
講
料
一
万
四
千
円

１０

４５

●
詳
し
く
は
…
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー

℡
〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三
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よ
る
経
営
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る

融
資
の
相
談
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
民

生
活
金
融
公
庫
岐
阜
支
店
（
℡
〇
五

八－

二
六
三－

二
一
三
六
）
ま
で
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.kokukin.go.jp/

）
も
ご
活
用
下
さ
い
。

春
の
叙
勲
・
褒
章
、五
月
三
日
の
県
知
事
表
彰

　

こ
の
た
び
、『
春
の
叙
勲
・
褒
章
』

の
受
章
並
び
に
『
県
知
事
表
彰
』
を

受
賞
さ
れ
た
中
央
会
関
係
者
の
方
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

叙　

勲

【
旭
日
小
綬
章
・
産
業
振
興
功
労
】

▽
井
上
孝
二
氏
＝
岐
阜
県
砂
利
協
同

組
合
・
理
事
長
（
中
央
会
・
顧
問
、

前
会
長
）

【
旭
日
双
光
章
・
生
活
衛
生
功
労
】

▽
大
野
勝
義
氏
＝
岐
阜
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
・
理
事
長

褒　

章

【
藍
綬
褒
章
・
鶏
卵
販
売
業
振
興
功

績
】

▽
高
橋
裕
氏
＝
岐
阜
県
飼
料
卸
協
同

組
合
・
理
事
長

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

県
功
労
者
（
県
知
事
表
彰
）

【
健
康
衛
生
】

▽
橋
本
佳
幸
氏
＝
岐
阜
県
柔
道
整
復

師
協
同
組
合
・
理
事
長
（
中
央
会
・

理
事
）

【
産
業
経
済
】

▽
日
下
部
剛
司
氏
＝
益
田
郡
建
設
業

協
同
組
合
・
理
事
長
（
中
央
会
・
理

事
）

【
発
明
考
案
】

▽
大
松
利
幸
氏
＝
岐
阜
県
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
組
合
・
理
事
長
（
中
央

会
・
常
任
理
事
）

【
ス
ポ
ー
ツ
】

▽
井
上
孝
二
氏
＝
岐
阜
県
砂
利
協
同

組
合
・
理
事
長
（
中
央
会
・
顧
問
、

前
会
長
）

　

平
成
十
六
年
度
に
本
会
の
支
援
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
新
連
携
体
が
、
事

業
化
に
向
け
体
制
の
整
備
を
行
い
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
た
め
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
携
体
は
、
美
濃
焼
産
地
の

業
界
が
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
和
食

器
を
海
外
市
場
に
販
売
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
事
業
の
開
始
に

磁
器
だ
け
で
な
く
、
和
紙
、
漆
器
、

刃
物
等
の
県
内
産
品
も
併
せ
て
紹
介

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
意
欲
的
な

取
り
組
み
を
支
援
す
べ
く
、新
法「
中

小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」
に
よ

る
計
画
認
定
並
び
に
補
助
事
業
の
活

用
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の
折
衝
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
国
の
財
政
が
厳

し
い
中
、
採
択
要
件
は
事
業
が
必
ず

成
功
す
る
も
の
、
二
年
目
に
は
利
益

の
計
上
が
可
能
な
も
の
と
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
、
地
場
産
業
の
活
性
化
と

い
う
大
き
な
目
標
の
た
め
、
支
援
機

関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－
三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
hida@

chuokai-gifu.or.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
tono@

chuokai-gifu.or.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭

飛
騨
の
匠
が
杉
材
に
挑
む

和
食
器
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
進

　

八
十
年
前
、
飛
騨
の
山
々
に
は
ブ

ナ
の
木
が
溢
れ
て
い
た
。

　

有
り
余
る
こ
の
木
と
導
入
し
た
海

外
の
木
工
技
術
を
生
か
し
て
、
飛
騨

の
家
具
作
り
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、

飛
騨
の
家
具
は
、
節
が
あ
る
木
材
を

製
品
に
使
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
飛
騨
の
匠
た
ち
は
、
今

ま
で
の
慣
習
を
打
ち
破
り
、
そ
の
技

術
を
駆
使
し
て
、
ナ
ラ
材
を
使
っ
て

試
作
品
を
作
り
、
節
の
あ
る
家
具
を

あ
た
っ
て
、
会
長
に
は
楓
陽
光
氏
、

補
佐
役
の
副
会
長
に
は
三
名
を
選
任

し
、
役
員
及
び
委
員
の
要
職
に
も
実

力
者
が
揃
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
も
活
動
を
開
始
し
、
熱

心
な
議
論
が
行
わ
れ
、
五
月
中
に
は
、

会
員
か
ら
海
外
向
け
カ
タ
ロ
グ
に
掲

載
す
る
商
品
の
募
集
及
び
選
定
会
を

行
う
予
定
で
、
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
陶

編
み
出
し
、
定
番
で
あ
っ
た
節
も
汚

れ
も
な
い
色
合
い
の
美
し
い
家
具
か

ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

　

そ
し
て
、
節
の
あ
る
家
具
は
、
商

品
化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
引
き
合
い
が
出
始

め
た
。

　

今
で
は
、
売
上
の
四
分
の
一
は
、

節
の
あ
る
商
品
シ
リ
ー
ズ
が
占
め
る

程
に
な
っ
た
。

　

杉
板
の
木
目
や
節
を
生
か
し
た
商

品
は
、
経
済
産
業
省
認
定
の
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
も
獲
得
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
の
が
、
杉
の
圧
縮
材
を
商
品

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
節
と
同
様
に

材
質
が
柔
ら
か
い
杉
は
、
家
具
の
材

料
に
は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
が
、
柔
ら

か
い
こ
と
は
逆
に
圧
縮
技
術
を
使
っ

て
様
々
な
形
に
加
工
で
き
る
こ
と
と

な
る
。

　

飛
騨
の
匠
た
ち
は
愚
直
な
ま
で
丹

念
に
作
り
あ
げ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
匠
た
ち
と
独
創
の
デ
ザ
イ
ン
に

「
飛
騨
の
家
具
」
の
未
来
が
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
ご
案
内

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、「
企
業
活

力
強
化
貸
付
」
な
ど
沢
山
の
融
資
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
多
く
の
事
業
者
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
実
績
を
も
と
に
、
経
営
に

役
立
つ
情
報
を
蓄
積
し
、
新
規
開
業

や
事
業
の
拡
張
、
事
業
の
縮
小
等
に



2005 年（平成 17 年）5月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 547 号（１１）

�
…『
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止
に
理
解
と
協
力
を
』

平
成

年
６
月
１
日
〜

日
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

１７

３０

　

日　

産
業
廃
棄
物
問
題
に
関
す
る

２５
意
見
交
換
会
（
全
建
総
連
）

　

日　

岐
阜
県
中
央
会
理
事
会
（
県

２６
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

政
策
総
点
検
県
民
委
員
会
産

２７
業
経
済
分
科
会
（
県
議
会
棟
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央

２８
会
・
通
常
総
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

〈
四
月
中
〉

３
日　

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

（
多
治
見
市
高
田
町
）

９
〜　

日　

た
じ
み
陶
器
ま
つ
り

１０

（
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト
）

　

日　

平
成　

年
度
岐
阜
県
中
小
企

１４

１７

業
資
金
融
資
制
度
説
明
会
（
県
庁

大
会
議
室
）

　

日　

中
小
企
業
新
法
に
係
わ
る
説

１５
明
会
（
中
部
経
済
産
業
局
）

　

〜　

日　

T
O
K
I
‐
陶
器
祭
り

１６

１７
（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
周
辺
）

案
、
③
平
成
十
七
年
度
会
費
の
額
及

び
そ
の
徴
収
方
法
の
各
案
、
④
平
成

十
七
年
度
取
引
金
融
機
関
案
－
の
四

議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
先
進
の
視
察
研

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
目
玉
事
業
に

大
型
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。

十
七
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
定

青
年
中
央
会
・
通
常
総
会

　

事
業
主
を
対
象
と
し
た
「
平
成　
１８

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求

人
取
扱
説
明
会
」
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】《
岐
阜
会
場
》
平
成

　

年
６
月
６
日
�
・〔
第
一
回
目
〕　

１７

１０

時　

分
〜　

時
（
受
付　

時
）、〔
第

３０

１２

１０

二
回
目
〕　

時　

分
〜　

時
（
受
付

１４

３０

１６

　

時
）・「
長
良
川
国
際
会
議
場
」
四

１４階
・
大
会
議
室
《
各
務
原
会
場
》
平

成　

年
６
月
９
日
�
・　

時　

分
〜

１７

１４

３０

　

時
（
受
付　

時
）・「
各
務
原
市
産

１６

１４

業
文
化
セ
ン
タ
ー
」
二
階
・
第
三
会

議
室
（
各
務
原
市
に
所
在
地
を
有
す

る
企
業
の
み
）　

※
両
会
場
と
も
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

【
内
容
】
平
成　

年
３
月
新
規
学
卒
者

１８

の
求
人
募
集
・
選
考
・
採
用
に
つ
い

〈
六
月
中
〉

３
日　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協

会
第　

回
通
常
総
会
（　

時　

分

２８

１５

３０

／
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部

１４
会
第　

回
定
会
（　

時　

分
〜
／

２８

１０

４５

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

研
修
生
受
入
組
合
運
営
研
修

２３
会
（　

時　

分
〜
／
ウ
ェ
ル
サ
ン

１３

３０

ピ
ア
岐
阜
）

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
共
で
！

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
）
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
制

度
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

○
制
度
の
特
色

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

中
退
共
本
部
（
℡
〇
三－

三
四
三
六

－

〇
一
五
一
）
又
は
、
岐
阜
県
中
央

会
調
査
労
働
チ
ー
ム
（
℡
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
三
）
ま
で
。

て【
お
問
合
せ
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐

阜
・
求
人
第
二
部
門
（
学
卒
係
）　

℡

〇
五
八（
二
四
七
）九
八
九
二

　

新
規
中
学
校
及
び
高
等
学
校
卒
業

者
に
対
す
る
早
期
選
考
を
防
止
し
、

選
考
開
始
期
日
等
及
び
募
集
開
始
時

期
等
が
完
全
遵
守
さ
れ
、
就
業
機
会

に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
採
用
枠
の
拡
大
に
つ
い

て
配
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

中
学
及
び
高
校
新
規
卒
業
者
の
採
用
選
考
等
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省

　

ま
た
、
新
規
中
学
校
卒
業
者
に
は

「
職
業
相
談
票
」
が
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
者
に
つ
い
て
は
「
全
国
高
等

学
校
統
一
応
募
書
類
」
を
定
め
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
一
部
を
改
正
し
、

平
成　

年
３
月
の
新
規
卒
業
者
か
ら

１８

適
用
致
し
ま
す
。

３月末商工中金岐阜支店貸出実績

合　計短期運
転資金

長期運
転資金

設　備
資　金

使途区分
残高
又は増減

１０６,４８８４０,５８１４４,５２１２１,３８６３月末
残　高

３,７５８２,３８２６１０７６６３月中
増　減

１,３８２３,４３８▲２,８２２７６６
前　年
同月比
増　減

（単位百万円）

平
成　

年
3
月
学
卒
者
求
人
取
扱
説
明
会

18

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
は
、「
第　

回
３１

通
常
総
会
」
を
四
月
二
十
八
日
に
ホ

テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
約
四
十
名
が
出
席
し
、

①
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
書
及
び

収
支
決
算
書
の
各
案
、
②
平
成
十
七

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
各
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